











































































































































































































































































































１は重量１kg を超えており。その他も 500g を超える。このような長大さと柄も含めた重量
感を考慮しつつ、用途については慎重に検討をくわえるべきであろう。



























































































12 −４）で１点の青色片岩製片刃石斧を確認している。いずれも全長 10cm 前後の小型品で、
さすがに大型品はみられない。

















































　　柱状片刃石斧である。しかし、扁平片刃石斧（図５−４・７、図 11 −８）や両者の中間的な形態（図５−８〜 10、
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